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12月15日、「槻ノ木光のファンタジー」点灯
式が行われました。平鹿地域の保育園児たち
が点灯スイッチを押すと、花火とともに光の
ツリーが輝き始め、冬の夜空を彩りました。

夜空を彩る光のシャワー ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

イベントカレンダーE
比叡山三十番神神社「大松明」（0：00～山内筏地
区比叡山三十番神神社境内）

平成20年横手市新春賀詞交歓会（15：30～17：00、
平鹿生涯学習センター）

高橋よしひろ原画展（～3月16日、増田まんが美
術館）

銀河系宇宙ほらふき決勝大会（13：00～17：30、雄
物川コミュニティーセンター「ホール」）

百万遍念仏講（8：30～10：00、山内三ツ屋地区）

たいまつ焼き（18：00～、平鹿上醍醐・金屋地区）
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南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　６日（日） 「アイスエイジ」　　　　 【82分】
　13日（日） 「トイストーリー２」　　 【92分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

1月1日～1月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

■１月13日（日）

銀河系宇宙ほらふき決勝大会
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　地球の繁栄に貢献する地域興しのアイデアや突拍子もない
夢を「ほら」というかたちで語り、その大きさを競う『銀河
系宇宙ほらふき決勝大会』が行われます。出場者の自慢の
「ほら」で笑い初めしてみませんか。入場は無料ですが、ほ
らふき大賞の賞品となりますので、コップ１杯の白米をご持
参ください。
◆日　時／１月13日（日）13：00～17：30
◆場　所／雄物川コミュニティーセンター「ホール」
◆問合せ／雄物川生涯学習センター　22－5535

■
１
月
12
日（
土
）〜

　
　
　
　
　

３
月
16
日（
日
）

高
橋
よ
し
ひ
ろ
原
画
展

　

 

〜
愛
と
正
義
の
系
譜
〜

　増田まんが美術館で
は、「銀牙」や「銀牙伝
説ＷＥＥＤ」などで知
られる東成瀬村出身の
漫画家・高橋よしひろ氏の原画展示会を開催します。デビュ
ー作から、現在連載中の「銀牙伝説ＷＥＥＤ」まで、オール
原画300点以上を展示します。ぜひご覧ください。
　また、期間中の２月９日（土）、10日（日）の両日、高橋よし
ひろ氏のサイン会を予定しています。
◆展示期間／１月12日（土）～３月16日（日）
◆開催時間／9：30～17：00（入場は16：30まで）
◆場　　所／増田まんが美術館（増田ふれあいプラザ内）
◆入 場 料／高校生以上300円、小・中学生200円
◆問 合 せ／増田ふれあいプラザ　45－5556

ぎん が
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先
に
行
わ
れ
ま
し
た
秋
田
わ
か

杉
国
体
と
秋
田
わ
か
杉
大
会
は
、

市
内
外
か
ら
延
べ
７
万
４
千
人
の

方
々
が
訪
れ
、
成
功
裏
に
大
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
多
く

の
大
会
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

県
民
の
総
力
を
結
集
し
各
種
競

技
に
挑
ん
だ
結
果
、
県
で
初
め
て

と
い
う
「
天
皇
杯
」
並
び
に
「
皇

后
杯
」
の
栄
誉
に
輝
き
、
こ
の
パ

ワ
ー
が
秋
田
の
元
気
づ
く
り
と
今

後
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
に
結
び
つ
く

こ
と
に
期
待
が
膨
ら
ん
だ
大
会
で

し
た
。

　

福
田
内
閣
は
、
去
る
10
月
30
日

に
「
地
方
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
実
施
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

概
要
は
、
地
場
産
業
の
振
興
や

雇
用
の
創
出
な
ど
に
役
立
つ
自
治

体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
い

う
も
の
で
、
平
均
有
効
求
人
倍
率

が
０
・
７
未
満
の
北
海
道
、
青
森
、

秋
田
、
高
知
、
長
崎
、
宮
崎
、
鹿

児
島
、
沖
縄
の
８
道
県
が
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
中
に
地
域
の
創
意
工
夫

あ
る
モ
デ
ル
的
事
業
を
募
り
、
緊

急
か
つ
総
合
的
に
支
援
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
各
府
省
の
未
執
行

分
約
５
０
０
億
円
が
財
源
と
し
て

充
て
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
も
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応

募
す
る
こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

■
地
方
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

ト
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
本
年
度
事
業
で
あ
る

「
食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

や
「
し
い
た
け
生
産
施
設
へ
の
支

援
交
付
金
事
業
」
な
ど
の
ほ
か
、

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
を
予
定
し

て
い
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
布
設
事

業
を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
組
み
入

れ
、
地
域
の
振
興
を
図
る
べ
く
、

国
や
県
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
布
設
は
、
基

本
的
に
は
民
間
事
業
者
が
事
業
化

困
難
な
地
域
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
実
施
で
、
地
域
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
環
境
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
難
視
聴
地
域
へ
の
対
応
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
部
門
で
の
活
用
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
域
特

産
品
の
情
報
発
信
等
、
幅
広
い
分

野
で
の
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
病
院
事
業
に
つ
い
て

　

医
療
環
境
の
変
化
と
今
後
の
良

質
な
医
療
の
提
供
に
対
応
す
る
た

め
、
市
立
横
手
病
院
は
、
「
市
民

の
た
め
の
優
し
い
病
院
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、
増
築
と
既
存
施
設

の
改
修
や
医
療
機
器
の
整
備
を
行

う
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
立
大
森
病
院
は
、
検
診

セ
ン
タ
ー
や
医
療
機
器
の
整
備
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
と
す
る
分
野
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
、
良
好
な
医
療
環

境
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

健
全
な
事
業
運
営
の
維
持
も
考
慮

し
な
が
ら
数
年
以
内
の
実
現
を
考

え
て
い
ま
す
。

■
地
域
情
報
化
推
進
事
業
に
つ
い
て

　

北
庁
舎
を
横
手
市
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
（
施
設
間
情
報
網
）
の

情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
し
、

公
共
施
設
間
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等

で
つ
な
い
で
行
政
情
報
提
供
、
相

談
端
末
、
災
害
情
報
提
供
等
の
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
平
成
20
年
度

に
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
と
併
せ
て
構
築

し
て
い
る
市
民
参
加
協
働
型
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
は
、
現
在
、

地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
な
ど
各
種
市
民
団
体
に

参
加
を
呼
び
か
け
、
今
後
、
説
明

会
を
開
催
し
な
が
ら
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
併
せ
、
市
全
体
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
立
ち
上

げ
て
い
き
ま
す
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
処
理
セ
ン
タ

　

ー
機
器
増
設
事
業
に
つ
い
て

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
処
理
セ
ン
タ

ー
の
機
器
増
設
事
業
は
、
建
屋
の

増
築
及
び
外
構
工
事
が
ほ
ぼ
完
了

し
、
１
月
末
に
は
試
運
転
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
能
力
が
不

足
し
て
い
た
た
め
、
西
部
地
区
の

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
事
業
に
よ

り
全
市
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
及
び
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
農
業
振
興
に
つ
い
て

　

本
年
の
最
終
的
な
水
稲
作
付
け

面
積
は
、
１
０
，
９
０
０
㌶
で
し

た
。
作
柄
は
、
県
全
体
で
１
０
２
、

県
南
は
１
０
４
の
や
や
良
で
全
国

一
の
作
柄
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
等
米
比
率
は
、
ほ
と
ん
ど
の

地
域
で
90
％
以
上
を
確
保
で
き
ま

し
た
が
、
河
川
沿
い
の
一
部
地
区

で
は
、
カ
メ
虫
被
害
に
よ
り
80
％

台
に
止
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、

来
年
度
は
防
除
の
徹
底
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
米
価
の
低
迷
に
よ
り
、

農
家
の
所
得
減
少
が
顕
著
に
表
れ

て
お
り
、
今
後
な
お
一
層
の
コ
ス

ト
削
減
と
差
別
化
に
よ
る
価
格
の

維
持
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
集
落
営
農
組
織
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
「
米
の
新
た
な
需
給
調
整
シ
ス

テ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
農
家
の
戸

惑
い
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

来
年
度
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め

水
田
農
業
推
進
協
議
会
及
び
関
係

機
関
と
一
体
と
な
り
、
水
田
農
業

の
構
造
改
革
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

■
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
活
動
の

　

取
組
み
に
つ
い
て

　

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か

け
て
、
仙
台
の
藤
崎
デ
パ
ー
ト
で

２
週
間
の
横
手
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、

仙
台
圏
の
多
く
の
方
々
に
「
食
の

ま
ち
横
手
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
を
得
ま
し
た
。

　

海
外
で
も
10
月
下
旬
か
ら
11
月

上
旬
に
か
け
て
、
香
港
シ
テ
ィ
・

ス
ー
パ
ー
で
、
横
手
市
観
光
協
会

主
催
の
「
お
米
の
試
食
販
売
」
を

開
催
し
、
生
産
者
も
現
地
に
赴
い

て
、
お
客
様
の
反
応
調
査
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

現
地
販
売
員
の
方
か
ら
提
出
い

た
だ
い
た
、
お
客
様
の
声
の
詳
細

や
現
地
で
の
お
米
の
売
り
方
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
推
進
し
、

市
場
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

　

横
手
駅
西
地
区
は
、
歩
行
者
専

用
道
路
１
路
線
が
11
月
上
旬
に
完

成
済
み
で
、
今
年
度
で
地
区
内
の

工
事
を
す
べ
て
完
了
さ
せ
、
来
年

度
よ
り
換
地
処
分
に
向
け
た
作
業

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

横
手
駅
西
口
広
場
を
含
む
三
枚

橋
地
区
は
、
区
画
道
路
１
路
線
が

完
成
し
、
幹
線
道
路
駅
西
線
歩
道

築
造
工
事
及
び
駅
西
口
広
場
車
道

築
造
工
事
等
を
年
度
内
に
完
成
さ

せ
る
予
定
で
す
。

■
公
園
事
業
に
つ
い
て

　

都
市
公
園
等
統
合
補
助
事
業
で

整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
「
七
日

市
公
園
」
は
、
10
月
17
日
か
ら
供

用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
様
の
憩
い
と
や
す
ら
ぎ
、
そ
し

て
交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
赤
坂
総
合
公
園
」
は
、

第
二
工
区
の
造
成
工
事
が
完
成
し
、

来
年
度
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
等
の
整
備
に
向
け
、
着
々

と
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
横
手
公
園
」
は
、
関
係
者
の

皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
、
桜
の
丘

広
場
予
定
地
等
の
用
地
買
収
及
び

物
件
移
転
補
償
が
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
引
き
続
き
事
業
進
捗
に
向

け
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

　

策
定
に
つ
い
て

　

向
こ
う
20
年
間
の
長
期
計
画
と

し
て
策
定
す
る
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
は
、
市
民
と
と
も
に
つ

く
る
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
、

各
地
域
協
議
会
の
委
員
を
中
心
と

し
た
20
名
の
市
民
検
討
会
議
、
関

係
課
室
所
長
で
構
成
さ
れ
る
庁
内

会
議
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
検
討

す
る
15
名
の
委
員
に
よ
る
策
定
委

員
会
を
設
置
し
、
相
互
に
検
討
を

加
え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
全

体
構
想
の
検
討
と
策
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
３
，

０
０
０
名
の
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
市
民
の
意
向
を
広
く
把
握

す
る
た
め
、
今
年
度
内
に
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
方

式
で
の
募
集
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
横
手
駅
周
辺
地
区
の
整
備
に
つ
い
て

　

横
手
駅
東
口
駐
輪
場
整
備
事
業

は
、
「
ま
ご
こ
ろ
駐
車
場
」
の
所

有
者
で
あ
る
横
手
駅
前
商
店
街
振

興
組
合
か
ら
建
物
を
取
得
し
、
改

修
工
事
の
設
計
を
完
了
し
ま
し
た
。

今
月
中
の
工
事
着
手
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
お
り
、
工
事
完
成
は

来
年
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
横
手
駅
東
西
自
由
通
路

や
駅
施
設
、
都
市
施
設
等
の
基
本

設
計
業
務
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
協
定
を
締
結
し
、
基
本
プ

ラ
ン
の
作
成
や
概
算
工
事
費
算
出

に
つ
い
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
公
営
住
宅
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
15
年
度
か
ら
５
か
年
計
画

で
進
め
て
い
る
「
十
文
字
・
旭
団

地
建
替
事
業
」
は
、
順
調
に
事
業

が
進
み
、
11
月
末
に
２
棟
10
戸
の

住
宅
が
完
成
し
、
外
構
工
事
も
今

月
中
旬
に
は
完
成
の
見
込
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
度
か
ら
５
か

年
計
画
で
進
め
て
い
る
「
平
鹿
・

醍
醐
住
宅
団
地
建
設
事
業
」
は
、

11
月
末
に
当
初
事
業
分
の
集
会
所

及
び
住
宅
３
棟
６
戸
が
完
成
し
、

追
加
分
を
含
む
２
棟
４
戸
に
つ
い

て
も
、
今
月
中
旬
に
完
成
す
る
見

込
み
で
す
。

【
市
議
会
12
月
定
例
会
市
長
所
信
説
明
】

は
じ
め
に

新
た
な
施
策
等
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
事
業
等
の

状
況
に
つ
い
て

横
手
市
議
会
12
月
定
例
会
が
12
月
３
日
か
ら
21
日
ま
で
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
開
会
に
あ
た
り
、
五
十
嵐
市
長
が
行
っ

た
所
信
説
明
の
中
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
り
の
深

い
内
容
を
中
心
に
、
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

雇
用
の
創
出
と

地
域
資
源
の
活
用
を

■一般会計補正額・・・・・・・・・９億７，２８２万４千円
　◎主な補正予算
　　○障害者訓練等給付費・・・・・・・４，２０３万７千円
　　○介護保険事業特別会計繰出金・・・５，８６９万７千円
　　○地域総合整備資金貸付事業・・・・９，０００万　　円
　　○大森小学校統合事業・・・・・５億４，８３４万２千円
　　○林道施設災害復旧費・・・・・・・３，６１６万２千円
　　○公債繰上償還等・・・・・・・・・８，０１５万９千円
■補正後の予算総額・・・・・・４８４億５，９９３万３千円

今議会に提案された主な一般会計補正予算

好評だった香港シティ・スーパーでのお米の試食販売

完成した旭団地（十文字）の住宅
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　農業委員会委員の選挙権をお持ちの方は、毎年、市
の選挙管理委員会へ『農業委員会委員登載申請書』の
提出が必要です。該当する方は、市から送付された申
請書に必要事項を記入の上、同封の返信用封筒に入れ
て郵送してください。（直接、市役所へ提出いただい
てもかまいません） 
　なお、該当する方で、まだ市からの申請書が届いて
いない場合は、至急、下記の連絡先へお問い合わせく
ださい。 
　農業委員会委員の選挙人名簿は、この申請に基づい
て作成されます。名簿に載らない場合は、来年度に予
定されている選挙の選挙権を失うことになります。忘
れずに、期限までの申請をお願いします。 

◆提出期限　１月10日（木） 
◆提 出 先　お住まいの各地域局産業振興課へ

　　◆詳細な内容等については、下記の各地域局農業 
　　委員会事務局担当へお問い合わせください。
　　　横　手　　32-2718　　増　田　　45-5515 
　　　平　鹿　　35-2172　　雄物川　　22-2187 
　　　大　森　　26-2117　　十文字　　42-5116 
　　　山　内　　53-2934　　大　雄　　52-3913

　 

　 
　平成20年の消防出初め式を下記の日程で行います。 

◆出初め式日程 

◆問合せ　市総務企画部総務課防災安全担当（　35-2 
　　　　　161）または、各地域局市民生活課

期限までに申請書を提出ください
　　農業委員会委員の選挙権を有する方は

平成20年 横手市消防出初め式

①免税軽油使用者証（すでに交付
　を受けている方のみ）
②農業委員会の耕作面積の証明書
③使用機械の所有証明書（契約書、  
　納品書等。新規に申請する方お  
　よび機械を更新した方のみ）
④免税軽油の引取を証明する書類
　（納品書、購入証明書等）
⑤免税軽油の引取および使用状況
  の報告書（用紙がない場合は、
　会場で記入できます）
⑥誓約書（会場で記入・押印）
⑦秋田県証紙（１件につき400円
　新規申請、使用者証の更新の方）
⑧印鑑（共同申請の場合は全員の
　印鑑）

期日

１/23
（水）

１/24
（木）

１/25
（金）

１/28
（月）

１/29
（火）

１/30
（水）

地 域

大  森

十文字
増  田

大  雄

雄物川

平  鹿

横  手
山  内

時   間

13:00～15:00

 9:30～11:30 
13:00～15:00
 9:30～11:30
13:00～15:00
 9:30～11:30
13:00～15:00
 9:30～11:30
13:00～15:00

 9:30～11:30

対象地区

大森全域

十文字、三重
植田、睦合、増田全域
田根森、八柏
阿気、田村、新町、宮田
沼館、館合、大沢
福地、里見、谷地
醍醐、下鍋倉、吉田
浅舞、樽見内

横手全域、山内全域

場　　所

大森地域局３階会議室 

十文字地域局２階 
第１会議室

大雄農業団地センター
３階大会議室

雄物川地域局２階 
大会議室

平鹿生涯学習センター
１階多目的ホール

秋田県平鹿地域振興局
３階大会議室

　 

  平成20年分の軽油引取免税証（農業用）の申請受付を次の日程で行います。 
日時等をご確認の上、必要な書類等を持参して申請してください。 

◆申請受付日程　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆必要な書類 

◆問合せ　県平鹿地域振興局県税課課税班　32-0595

軽油引取免税証（農業用）の交付申請について

地 域 

横　手

増　田

平　鹿

雄物川

大　森

十文字

山　内

大　雄

期　日 
  

１月６日（日）

１月４日（金）

１月５日（土）

１月５日（土） 

１月６日（日）

１月５日（土）

１月５日（土）

１月５日（土）

観閲及び式典会場 

観閲　けやき大通り
式典　市民会館
観閲　ふれあいプラザ駐車場 
式典　ふれあいプラザ 
観閲　生涯学習センター前
式典　生涯学習センター
観閲　雄物川体育館
式典　雄物川体育館
観閲　大森庁舎前
式典　コミュニティセンター
観閲　十文字町幸福会館駐車場
式典　十文字文化センター 
観閲　山内体育館駐車場
式典　山内体育館
観閲　大雄庁舎前
式典　ふれあいホール

時 間

９：30
10：00 
13：10
14：30 
10：00
10：40
９：50
10：00
９：15
10：00
９：00
10：00
９：15
10：00 
10：15
10：30

　

横
手
市
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
が

12
月
７
日
、
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
的
に
も
ま
ち
づ

く
り
へ
の
住
民
参
加
の
機
会
が
増

え
て
い
る
中
で
、
住
民
参
加
型
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
住
民
と
行
政
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
市

地
域
協
議
会
委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

の
関
係
者
、
一
般
住
民
な
ど
約
１

０
０
人
が
参
加
。
新
潟
県
内
外
で

人
材
育
成
を
基
本
と
し
た
参
加
型

の
ま
ち
づ
く
り
に
数
多
く
携
わ
っ

て
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く

り
学
校
か
ら
講
師
を
招
き
『
に
い

が
た
の
清
く
楽
し
く
美
し
く
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
』
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
同
法
人
の
和
田
一

良
氏
、
小
疇
弘
一
氏
、
大
滝
聡
氏

の
３
氏
が
、
こ
れ
ま
で
手
掛
け
て

き
た
事
例
や
独
特
の
手
法
を
用
い

た
会
議
の
進
め
方
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
、
「
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

リ
ー
ダ
ー
で
は
な
く
み
ん
な
の
意

見
を
引
き
出
す
人
材
が
必
要
」
、

「
住
民
同
士
が
話
し
合
い
を
重
ね

る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
良
い

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
」
、
「
地

域
の
資
源
を
結
び
合
わ
せ
、
み
ん

な
で
共
有
す
る
財
を
生
み
出
す
こ

と
で
、
地
域
力
の
向
上
が
図
ら
れ

る
」
な
ど
と
い
っ
た
提
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

講
演
後
、
参
加
者
か
ら
は
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
欠
か
せ
な

い
、
仲
間
づ
く
り
の
具
体
的
な
手

法
に
つ
い
て
質
問
が
さ
れ
る
な
ど
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

こ

あ
ぜ

講演では、先進地の事例が多く紹介されました

昨年に続き、横手で２度目の講演を行う舩木さん

双海町のポスターを手に観光振興への思いを語る若松さん

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
提
言ま

ち
づ
く
り
講
演
会

観
光
振
興
は
物
語
と
配
役
づ
く
り

観
光
カ
リ
ス
マ
２
大
巨
匠
特
別
講
演
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

国
土
交
通
省
認
定
の
観
光
カ
リ

ス
マ
を
講
師
に
迎
え
、
秋
田
県
南

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興

に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
12
月
18
日
、
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
山
梨
県
の
清
里
を

人
気
観
光
地
に
築
き
上
げ
た
舩
木

上
次
さ
ん
が
「
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

主
役
か
ら
裏
方
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

役
目
が
あ
る
。
す
べ
て
の
関
係
者

が
感
動
と
誇
り
を
共
有
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
そ
の
ま
ち
は
輝
く
」

と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛
県

双
海
町
（
現
在
は
伊
予
市
）
職
員

と
し
て
夕
日
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
手
が
け
た
若
松
進
一
さ
ん

は
「
観
光
資
源
の
な
い
小
さ
な
町

に
年
間
50
万
人
以
上
の
観
光
客
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ど

こ
に
で
も
あ
る
夕
日
を
き
れ
い
だ

と
言
っ
て
く
れ
た
人
が
い
た
の
が

き
っ
か
け
。
小
さ
な
ア
イ
デ
ア
が

ま
ち
を
変
え
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
県
南
地
域
で
観
光
振
興
や

交
通
事
業
に
携
わ
る
５
名
を
パ
ネ

ラ
ー
に
迎
え
て
行
わ
れ
、
「
伝
統

行
事
と
観
光
行
事
の
融
合
は
永
遠

の
課
題
」
「
ま
つ
り
は
そ
も
そ
も

生
活
や
文
化
が
表
れ
た
も
の
。
そ

れ
ら
を
見
て
も
ら
う
と
い
う
意
味

で
は
、
伝
統
と
観
光
は
一
体
」
な

ど
と
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
特
別
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て

参
加
し
た
二
人
の
観
光
カ
リ
ス
マ

か
ら
は
「
地
域
の
資
源
を
広
く
発

信
す
る
に
は
、
作
品
と
し
て
の
物

語
や
配
役
が
大
事
（
舩
木
さ
ん
）」、

「
雪
が
恋
し
い
と
思
う
人
も
い
る
。

感
動
を
与
え
た
い
相
手
が
誰
か
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
も
必
要

（
若
松
さ
ん
）
」
な
ど
と
、
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

じ
ょ
う
じ
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名称

学童保育「ピノキオ」

学童保育「あさひ」

学童保育「みなみ」

学童保育「わんぱく」

学童保育「さかえ」

学童保育「あさくら」

学童保育「あさくらキッズ」

学童保育「すまいるキッズ」

浅舞児童クラブ

醍醐児童クラブ

児童クラブ「どんぐりっこ」

沼館保育園学童保育

学童保育「おおもり」

学童保育「はくさん」

第一小なかよし学級

さくらんぼ学級

第二小なかよし学級

あおぞら学級

睦小なかよし学級

なかよしクラブ

子どもセンター

小学校区

旭小学校

旭小学校

横手南小学校

横手南小学校

栄小学校

朝倉小学校

朝倉小学校

増田小学校

浅舞小学校

醍醐小学校

吉田小学校

雄物川北小学校

大森小学校

白山小学校、大森小学校

十文字第一小学校

十文字第一小学校

十文字第二小学校

植田小学校

睦合小学校

山内小学校

田根森小学校、阿気小学校

実施場所

朝日が丘児童センター

旭公民館

横手南小学校

わんぱく館

さかえ館

あさくら館

朝倉地内　民家

増田町総合子育て支援施設

浅舞小学校

醍醐小学校

吉田生涯学習センター

沼館保育園

大森保育園

白山小学校

十文字文化センター

十文字卓球場

十文字第二小学校

植田小学校

睦合小学校

山内小学校

大雄子どもセンター

定員

40人

30人

20人

40人

30人

60人

20人

35人

30人

30人 

30人

12人

12人 

10人

40人 

10人 

10人 

10人 

10人

20人

25人

平成20年度 学童保育のご案内　　～ 利用登録をお願いします ～

●対象者　おおむね小学校４年生までの児童で、家族
　　　　　が昼間仕事等により家庭にいないため、家
　　　　　庭で保護を受けることが難しい児童
●利用料　通年利用の場合 ⇒月額5,000円
　　　　　長期休みのみの利用の場合 ⇒月額7,000円
　　　　　（同時に２人以上利用する場合の２人目以
　　　　　降とひとり親家庭の児童は半額）
●実施日　月～土曜日、学校休業日（長期休み、振替
　　　　　休日も実施します）
●時　間　平日⇒放課後～午後７時
　　　　　土曜日・学校休業日⇒午前7時30分～午後7時
　　　　　※クラブにより若干時間が異なります。
●申込み　各担当課に備え付けの申込用紙に記入し、

　　　　　親と60歳以下の同居の祖父母等の勤務証
　　　　　明を添付して提出してください
●注意事項　①申込多数の場合は選考となります。そ
　　　　　の際、家庭の状況等で判断しつつ、学年
　　　　　の低い児童を優先します。②同じ小学校
　　　　　区に複数の児童クラブがある場合は、登
　　　　　録クラブを調整させていただくことがあ
　　　　　ります。③勤務証明や面接に基づき個々
　　　　　の利用時間を設定します。決められた時
　　　　　間内での適正な利用をお願いします。
●問合せ　上記の担当課または福祉環境部子育て支
　　　　　援課児童家庭担当（大森庁舎内）
　　　　　　35-2133

　働く女性が増え、核家族が増えている中で、共働き家庭やひとり親家庭など
では、小学校の放課後や休日に子どもたちだけで過ごす家庭が増えています。
このような子どもたちの安全な生活を確保し、親をはじめ家族の皆さんに安心
して仕事を続けていただくことを目的とした施設が学童保育（児童クラブ）で
す。子どもたちは、学校から「ただいま」と帰り、家庭と同じようにおやつを
食べたり、宿題をしたり、また友達と遊んだりしています。学童保育は、子ど
もたちにとって「放課後の生活の場」となっています。

登録申込期間
１月４日（金）～31日（木）
※年度ごとの登録となりますので、現在
　利用中の方も再度申し込みが必要です。

民生委員・児童委員が変わりました ファミリー・サポートセンター会員募集中

1/4は新春賀詞交歓会　　　　　　　　　

　民生委員および児童委員（主任児童委員）が、12月１
日に一斉に改選されました。新たに委嘱された委員の皆
さんの任期は、平成22年11月までの３年間となります。
委員の名簿等、詳しくは各地域局ごとにチラシや回覧板
等でお知らせします。
◆問合せ　各地域局福祉保健課（横手地域は福祉課）へ

　横手市では、地域において「育児の援助を受けたい
人」と「育児のお手伝いをしたい人」が会員となり助け
合う組織「横手市ファミリー・サポート・センター」を設
置しています。今年10月には市西部の拠点となる大雄支
部がたいゆう保育園内に開設され、現在は市内３か所で
活動の調整を行っています。
　センターの円滑な活動のためには、多数の会員登録が
必要です。特にサポート会員として、地域の子育て経験
者の温かい支援が求められています。健康で子どもが好
きな方であれば、資格・年齢・性別は問いませんので、
子どもたちのすこやかな成長のためにぜひ皆さんの力を
お貸しく

　ファミリー・サポート・センターの活動について詳し
くは、下記までお問い合わせください。
◎横手市ファミリー・サポート・センター（わんぱく館内）
　　35-7211
◎同増田支部（総合子育て支援施設内）　45-4637
◎同大雄支部（たいゆう保育園内）　56-5061

ご相談ください 戦没者遺族・戦傷病者相談

　厚生労働大臣から委嘱され、戦没者の遺族および戦傷
病者の生活上の問題に関する各種相談に応じ、必要な指
導を行う戦没者遺族相談員および戦傷病者相談員が決ま
りましたのでお知らせします。横手市担当の相談員は次
の３人です。

◎戦没者遺族相談員
　・石山　實さん（黒川／　38-2654）
　・川村菊治さん（増田町／　45-3284）

◎戦傷病者相談員
　・小野清一さん（大屋新町／　33-5531）

◆問合せ　市福祉環境部社会福祉課福祉政策担当（大森
　　　　　庁舎内）　35-2132

　平成20年の幕開けに、市民の皆さんの交流の場、情報
交換の場として、どなたでもご参加いただけます。
　新春太鼓打ち初めや鏡開き、餅つき実演などのアトラ
クションをご用意してお待ちしていますので、お気軽に
おいでください。
◆日　時　１月４日（金）午後３時30分～５時
◆場　所　平鹿生涯学習センター（旧平鹿町中央公民館）
　　　　　　24-1340
◆参加料　1,000円（軽食、飲み物付き）
＊各地域局前からの送迎バスをご利用ください。
　詳しくは、各地域局地域振興課へお問い合わせくださ
　い。

＜民生委員・児童委員とは＞

　民生委員・児童委員は、市民の皆さんの暮らしを
応援するため、厚生労働大臣から委嘱されて活動し
ている最も身近なボランティア相談員です。その中
で、児童福祉を専門に担当する委員が主任児童委
です。
生活上の困りごとや心配ごと、子どもや家庭の

と、地域のことなどを皆さんと一緒に考え、サポ
トしていきます。また、福祉サービスに関する情
の提供、社会福祉施設や社会福祉活動を行う団体
個人などの関係機関との連携を図り、問題解決に
けた活動を行います。
委員の活動に際しては、法律により守秘義務が課

せられており、相談者に関する情報やプライバシー
は固く守られます。

ト会員
けを助けを手助けをけを助け

い方い方

ファミ
子育育て子子育ての子育育て
しててほ

��会員
「子育て中だけど、お手
伝いも」という方

こんな時にサポート会員がお子さんをお預かりします
○保育施設や児童クラブの送迎時やその前後
○お子さんが軽度の病気で保育施設へ行けない時
○保育施設や学校等が休みの日
○保護者等の通院、検診など
○その他、臨時的な事情でお子さんの世話ができない時

各地域の担当課（申込先）

横手地域局福祉課
　32-2710

増田町総合子育て支援施設　45-4637

平鹿地域局福祉保健課　24-1114

雄物川地域局福祉保健課　22-2157

大森地域局福祉保健課　26-4030

十文字地域局福祉保健課　42-5113

山内子育て支援センター　53-2172

大雄地域局福祉保健課　52-3905

送迎バスを
　ご利用ください

犬の飼い主の皆様へ
～ 保健衛生課からのお願い ～

犬の放し飼いに対する苦情が増えています。放し
飼いは、周囲の人の迷惑になり、思わぬ事故にも
つながりかねませんので、しっかりとつないでく
ださい。また、散歩の際は必ず引き綱をつけ、ど
んな時でも犬の行動を飼い主が制御できるように
しましょう。
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地域の

盆おどりの保存継承を
■秋田盆おどりサミットin増田（増田）
　伝統ある各地の盆踊りを見つめ直し、無形民俗文化
財に対する理解を高め、保存継承育成の大切さを再認
識しようと12月９日、増田ふれあいプラザで「秋田盆
おどりサミットin増田」が開催されました。
　サミットでは、毛馬内盆踊り（鹿角市）、おやま囃子
（仙北市）、増田盆おどりの各団体が後継者育成の取り
組みを紹介し、小学生などが踊りを披露。その後、行
われたミニステージショーでは、民族舞踊塾「万踊衆」
の菊地正平さんが全国各地の盆踊りを紹介しました。 子どもたちも盆おどりを披露しました

夜空を彩る巨大ツリー
■槻の木光のファンタジー（平鹿）
　浅舞地区の樹齢500年のケヤキ「槻の木」をイルミネ
ーションで彩る「槻の木光のファンタジー」の点灯式
が12月15日、平鹿生涯学習センター前で行われました。
　点灯式では、グラスキャンドルを手にした大勢の人
が見守るなか、平鹿地域の保育園児たちが点灯スイッ
チを押すと、花火とともに夜空に巨大ツリーが浮かび
上がり、会場は拍手と歓声に包まれていました。
　槻の木には、約5,000個の電球が飾られていて、１月
６日までの夜間楽しむことができます。 点灯スイッチを押した直後、夜空に浮かぶ巨大ツリーに歓声

パパもやきそば職人!?
■男だって家事・育児大作戦事業（横手）
　男性の家事参加の推進を目指す講習会が12月15日、
こうじ庵で行われ、「金曜の夜はやきそばパパ」をテ
ーマに、やきそばの調理体験などが行われました。
　講習でははじめに、秋田県ダッチオーブン協会会長
の黒川和人さんが、ローストチキンや餃子の皮を使っ
たピザなど、家庭で手軽にできる料理を実演。続いて、
横手やきそば職人の“やきそば講義”を受けた参加者
が、実際にやきそば調理を体験し、自分で作った横手
やきそばの味を噛みしめていました。「帰ったら家族に食べさせよう」参加者の表情は真剣そのもの

むかしの正月行事を体験
■第16回年末年始行事伝承会（雄物川）
　子どもたちに昔ながらの正月行事を体験してもらお
うと12月16日、雄物川民家苑木戸五郎兵衛村の黒石家
で年末年始行事伝承会が行われ、雄物川地域の小学生
21人が参加しました。
　児童たちは、文化財保護協会会員の指導を受けなが
ら、小型しめ飾り作りや餅つき、井戸水を汲んで神棚
に供え家内安全・五穀豊穣を祈る「若水汲み」、家族
全員の健康・安全を祈る「灸立て」など、今では見る
ことの少なくなった昔ながらの行事を体験しました。正月用の小型しめ飾り作りに挑戦しました

主
な
仕
事
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
長
で
す

市長の動静
（11月中旬～12月中旬）

横
手
市
長
　

五
十
嵐 

忠
悦

＜西成瀬地域センターの取り組み＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増田地域では、平成17年度からの３年間、県の大腸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がん予防モデル事業に取り組んでいますが、その中で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も西成瀬地区では「運動」による大腸がん予防を活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のメインテーマとしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当推進室では昨年、正しいウォーキング方法の講話、
指導やウォーキングイベントを開催。その後も室内コースを設けて週２回のウォーキングと健康の駅体
操を継続的に行っています。現在では34人が登録し、自身の健康づくりに励んでおり、利用して良かっ
た点として「生活にメリハリができ、気分がよくなった」「景色がきれいなので、楽しみながらできる」
また、継続する秘訣として「自分のためと思うと続けられる」「一緒に取り組む友達ができたので、頑張
ることができる」といった感想が聞かれました。
　冬場は、運動の場を確
保することが難しく、ど
うしても運動不足になり
がちです。皆さんも仲間
と一緒に健康づくりに取
り組んでみてはいかがで
しょうか。

健康だより
福祉環境部健康の駅推進室

市長の健康づくりプロジェクト ～ 今月の測定データ ～

実施前（4/12）

今 回（12/11）

増　　減

体重

87.8㎏

85.2㎏

-2.6㎏

体脂肪

31.4％

30.8％

-0.6％

平均歩数

4,580歩

6,549歩

+1,969歩
「仲間と一緒」が長続きの秘訣

台北市の呉副市長と対談

　３５－２１２７
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地
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で
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だ
き
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い
。
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情報～information～

南部シルバーエリア料理教室『メタボ予防献立』
　内臓脂肪の蓄積が原因となるメタボリックシンドロー
ム。その予防に効果のある献立に挑戦します。
●日時／１月22日（火）午前10時　●場所／南部シルバー
エリア調理室　●参加費／1,000円　●定員／20名 ●持
ち物／エプロン、筆記用具　●申込締切／１月17日（木）
●申込み／南部シルバーエリア 　26－3880

横手市高齢者手芸クラブ作品展（文化刺繍）
●開催期間／１月８日（火）～30日（水）　●場所／南部シ
ルバーエリアミニミニギャラリー　●入場料／無料　●
問合せ／南部シルバーエリア 　26－3880

自然を愛する皆さんの集い
　大屋梅や古代米などの特産物作りに取り組んでいる方
の講演や、ピアノの弾き語りでお楽しみください。
●日時／１月20日（日）午後１時開演　●場所／レストラ
ン煉瓦屋（寿町）　●参加費／800円（軽食付）　●問合
せ／レストラン煉瓦屋 　33－2811

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

idobata  plaza
どばたプラザい
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「
横
手
平
鹿
の
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を
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ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
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申
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不

要
で
す
。
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／
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え
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は
、
冬
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て
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

60
歳
以
上
で
足
や
腰
に
不
安
の
あ
る

方
が
対
象
で
す
。

◆
開
催
日
／【
木
曜
コ
ー
ス
】１
月
17

　

日
か
ら
２
月
14
日
の
毎
週
木
曜
日

　

【
金
曜
コ
ー
ス
】１
月
18
日
か
ら
２

　

月
15
日
の
毎
週
金
曜
日

◆
時
間
／
午
前
10
時
15
分
〜
11
時

◆
場
所
／
え
が
お
の
丘

◆
定
員
／
各
コ
ー
ス
25
名

◆
受
講
料
／
全
５
回
で
４
，
０
０
０

　

円
（
温
泉
２
時
間
無
料
付
）

◆
持
ち
物
／
水
着
、
水
中
キ
ャ
ッ
プ

　

（
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
水
着
セ

　

ッ
ト
を
安
く
販
売
し
て
い
ま
す
）

◆
問
合
せ
／
え
が
お
の
丘
　

２
２
‐

　

２
２
２
１

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　

明
海
大
学
（
千
葉
県
浦
安
市
）
に

通
う
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
、
雪

ま
つ
り
や
ス
キ
ー
な
ど
、
雪
と
の
ふ

れ
あ
い
を
体
験
す
る
た
め
に
横
手
市

を
訪
れ
ま
す
。
民
泊
を
受
け
入
れ
る

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
体
験
し
、
気

軽
に
国
際
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
本
語
を
話
せ
ま
す
の
で
言
葉
の
心

配
は
い
り
ま
せ
ん
。

◆
受
入
期
間
／
２
月
15
日（
金
）午
後

　

か
ら
17
日（
日
）ま
で
の
２
泊
３
日

◆
募
集
数
／
10
家
族
（
１
人
世
帯
の

　

方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

◆
申
込
期
限
／
１
月
31
日（
木
）

◆
申
込
み
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　

同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室
　

３

　

５
‐
２
１
５
８

横
手
市
勤
労
者
互
助
会
に
加
入
し

ま
せ
ん
か

　

横
手
市
勤
労
者
互
助
会
は
、
市
内

の
個
人
事
業
者
や
中
小
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
少
な
い

会
費
で
安
心
の
保
障
が
得
ら
れ
る
福

利
厚
生
の
た
め
の
制
度
で
す
。
現
在

５
１
１
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
内
容
／
共
済
給
付
事
業
（
傷

　

病
・
障
害
・
死
亡
・
住
宅
火
災
・

　

結
婚
・
出
産
な
ど
に
よ
る
給
付
）
、

　

貸
付
斡
旋
事
業
（
上
限
１
０
０
万

　

円
）
、
福
利
厚
生
事
業
（
日
帰
り

　

研
修
・
親
睦
会
な
ど
）

◆
会
費
等
／
入
会
金
１
，
０
０
０
円
、

　

年
会
費
１
，
０
０
０
円
、
月
額
掛

　

け
金
１
，
０
０
０
円
（
65
歳
以
上

　

８
０
０
円
）

◆
問
合
せ
／
横
手
市
勤
労
者
互
助
会

　

事
務
局
（
横
手
地
域
局
産
業
振
興

　

課
内
）
　

３
２
‐
２
１
１
１

Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
講
習

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
の
習
得
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
を
目
指
す
方
が
対
象
の

講
習
で
す
。

◆
期
間
／
１
月
７
日（
月
）〜
３
月
24

　

日（
月
）

◆
場
所
／
市
役
所
平
鹿
庁
舎

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

　

労
働
課
内
）
　

４
５
‐
３
９
９
０

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
会
場
へ

の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
20
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
が
横
手
高
校
を
会
場
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
試
験
実
施
に
は
静
か
な
環

境
が
必
要
で
す
。
特
に
英
語
の
リ
ス

ニ
ン
グ
テ
ス
ト
時
間
は
、
近
隣
で
の

騒
音
を
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
付
近
は
大
変
な
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
当
日
、
横
手
高

校
の
駐
車
場
は
開
放
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
受
験
生
は
公
共
の
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
日
時
／
１
月
19
日（
土
）午
前

　

９
時
30
分
〜
午
後
６
時
35
分
、
20

　

日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　

※
英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
は

　

19
日
午
後
５
時
35
分
〜
６
時
35
分

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
立
大
学
ア
ド
ミ

　

ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
　

０
１
８
‐
８

　

７
２
‐
１
５
３
５

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

　

市
内
の
小
中
学
校
か
ら
応
募
が
あ

っ
た
『
平
成
19
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
』
の
、
県
入
選
作
品
な

ど
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

◆
展
示
期
間
／
１
月
８
日（
火
）〜
14

　

日（
月
）

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館
１
階
ホ
ー
ル

◆
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会
　

　

３
５
‐
２
１
２
６

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
横

手
『
無
料
相
談
会
』

　

秋
田
県
司
法
書
士
会
で
は
、
不
動

産
や
会
社
、
法
人
の
登
記
、
多
重
債

務
な
ど
で
お
困
り
の
方
の
無
料
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
希
望
す
る
方
は

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
期
日
／
１
月
９
日（
水
）・
２
月
13

　

日（
水
）・
３
月
12
日（
水
）

◆
時
間
／
午
後
１
時
〜
４
時

◆
場
所
／
横
手
商
工
会
館
（
大
町
）

◆
定
員
／
毎
月
先
着
３
名

◆
予
約
専
用
電
話
／
　

０
１
８
‐
８

　

２
４
‐
０
０
５
５

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
司
法
書
士
会
　

　

０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
１
８
７

歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
　

お
お
も
り

２
０
０
８

　

速
さ
を
競
う
部
門
と
自
分
の
ペ
ー

ス
で
楽
し
む
部
門
の
２
部
門
が
あ
り

ま
す
。
貸
出
用
の
ス
キ
ー
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
26
日（
土
）午
前
８
時

　

30
分
〜
９
時
30
分
受
付

◆
場
所
／
大
森
多
目
的
運
動
広
場
特

　

設
コ
ー
ス

◆
申
込
締
切
／
１
月
21
日（
月
）

◆
申
込
み
／
大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー
　

２
６
‐
４
０
７
３

第
　

回
ち
び
っ
こ
綱
引
き
・
な
わ

と
び
大
会

◆
日
時
／
１
月
13
日（
日
）午
前
９
時

　

受
付
、
９
時
30
分
開
始

◆
場
所
／
大
森
体
育
館

◆
内
容
／
ち
び
っ
こ
綱
引
き
（
小
学

　

生
10
人
）
、
混
合
綱
引
き
（
大
人

　

男
女
10
人
）
、
ジ
ャ
ン
ボ
な
わ
と

　

び
（
大
人
と
子
ど
も
10
人
）
、
個

　

人
な
わ
と
び
、
抽
選
会

◆
申
込
締
切
／
１
月
10
日（
木
）

◆
申
込
み
／
大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー
　

２
６
‐
４
０
７
３

　南郷の三ツ屋地区に200年ほど前から伝わる「百万遍念
仏講」。同地区に通じる３か所の入り口で、タラの木で
作られた長さ10メートルもある大きな数珠を、念仏を唱
えながら100回まわします。疫病が入り込むのを防ぎ、１
年間の無病息災を祈願して行われます。
◆日　時／１月14日（月）午前８時30分～10時
◆場　所／南郷三ツ屋地区
◆問合せ／山内地域局産業振興課　53－2111

　300年以上の歴史を持つ小正月行事「たいまつ焼き」が
上醍醐・金屋地区で行われます。この行事は、かつて上
醍醐に刀鍛冶、金屋に弓矢職人がおり、どちらも火の神
を祭り、たいまつを焼いて参拝しあったのが始まり。女
人禁制とされ、現在も男性だけで行われています。
◆日　時／１月15日（火）午後６時
◆場　所／上醍醐・金屋地区
◆問合せ／平鹿町観光協会（平鹿地域局産業振興課内）
　　　　　　24－1118

Information

情
報

１月のイベント案内
百万遍念仏講（山内）たいまつ焼き（平鹿）

in

24

あ
っ
せ
ん
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松原　由奈さん
　（21歳・平鹿）

小松真由美さん
（22歳・十文字）

　

昨
年
４
月
か
ら
、
樽
見
内
保
育
園
で
保
育
士

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
由
奈
さ
ん
。
自
分
が
育

っ
た
保
育
園
で
の
勤
務
に
「
長
年
の
夢
が
か
な

っ
た
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
現
在
は
０
歳

児
を
担
当
。
「
子
ど
も
の
目
線
で
話
し
、
笑
顔

の
絶
え
な
い
先
生
が
目
標
。
先
輩
方
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
参
考
に
、
自
分
な
り
の
保
育
を
目
指
し

た
い
」
と
、
次
の
目
標
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

◆
自
分
の
性
格
は
？ 

　

明
る
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
す
。 

◆
サ
ー
ク
ル
活
動
は
？

　

吹
奏
楽
団
で
フ
ル
ー
ト
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

◆
好
き
な
言
葉
を
一
言

　

「
何
と
か
な
る
！
」で
す
。
自
分
を
前
向
き
に
、

そ
し
て
勇
気
づ
け
て
く
れ
る
魔
法
の
言
葉
で
す

平鹿町浅舞婦人会 
絞りクラブ

和泉　二郎さん（77歳）
　　　登美さん（73歳）

（増田）

　

真
由
美
さ
ん
は
北
海
道
恵
庭
市

の
出
身
。
就
職
し
た
会
社
の
湯
沢

支
店
で
夫
の
豊
さ
ん
と
出
会
い
、

結
婚
。
そ
れ
を
機
に
、
豊
さ
ん
の

両
親
が
暮
ら
す
十
文
字
地
域
に
引

っ
越
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
の
印
象
に
つ
い
て
、
夏
に

聞
こ
え
る
蛙
の
声
の
に
ぎ
や
か
さ

や
純
白
の
雪
景
色
の
美
し
さ
な
ど
、

自
然
の
豊
か
さ
を
挙
げ
る
真
由
美

さ
ん
。
「
北
海
道
と
言
え
ば
、
自

然
豊
か
な
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
が
ち
で
す
が
、
恵
庭
市
は

札
幌
市
に
近
い
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
。

移
動
手
段
は
電
車
や
地
下
鉄
が
多

く
、
秋
田
に
来
て
か
ら
車
を
運
転

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

も
雪
道
は
大
の
苦
手
で
す（
笑
）」

と
い
う
、
意
外
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
に
は
長
女
、
美
咲
ち

ゃ
ん
を
出
産
。
現
在
は
主
婦
に
子

育
て
に
と
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。
「
ま
だ
知
り
合
い
の
少

な
い
こ
の
地
で
、
子
ど
も
を
通
し

て
同
年
代
の
お
母
さ
ん
方
と
出
会

え
る
の
が
嬉
し
い
。
地
元
に
比
べ
、

横
手
は
近
所
付
き
合
い
の
深
さ
や

団
結
力
の
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ

の
輪
に
少
し
ず
つ
溶
け
込
み
、
横

手
の
女
性
に
な
っ
て
い
け
た
ら
」

と
語
る
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

和
泉
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
昭
和
32

年
12
月
に
結
婚
。
出
会
い
は
結
婚

式
の
３
ヶ
月
前
、
再
会
は
式
で
と

い
う
、
驚
き
の
ス
ピ
ー
ド
婚
で
す
。 

　

「
当
時
は
そ
れ
が
普
通
の
時
代
。 

そ
の
分
、
結
婚
し
て
か
ら
よ
く
自

転
車
で
デ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
特

に
、
歴
史
に
詳
し
い
主
人
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
神
社
や
文
化
財

な
ど
を
巡
る
の
が
楽
し
か
っ
た
も

の
で
す
」
と
、
登
美
さ
ん
は
新
婚

の
思
い
出
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。 

　

当
時
、
二
郎
さ
ん
は
増
田
町
役

場
に
勤
務
。
平
成
３
年
に
退
職
す

る
ま
で
40
年
以
上
勤
め
、
登
美
さ

ん
も
主
婦
と
し
て
そ
の
生
活
を
支

え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　

現
在
は
、
ひ
孫
の
世
話
に
か
か

り
っ
き
り
。
「
娘
や
孫
も
可
愛
い

が
、
ひ
孫
は
も
っ
と
可
愛
い
」
と
、

そ
の
し
ぐ
さ
や
成
長
の
早
さ
に
二

人
の
目
じ
り
が
下
が
り
ま
す
。 

　

最
後
に
、
こ
の
50
年
間
を
振
り

返
っ
て
の
感
想
を
伺
う
と
「
互
い

に
良
い
人
に
巡
り
あ
え
た
こ
と
が

幸
せ
」
と
一
言
。
思
わ
ず
何
度
も

か
み
し
め
た
く
な
る
、
幸
せ
に
満

ち
た
言
葉
で
し
た
。

北海道

恵庭市

■面積　294.87k㎡
■人口　68,519人
■世帯　29,294世帯

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん

を
リ
レ
ー
方
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
松
原
さ
ん
は
、

前
回
の
小
松
さ
ん
か
ら
の
ご
紹
介
で
す
。

良
い
人
に
巡
り
あ
え
て
迎
え
た
50
年

手工芸サークル（平鹿）
オホーツク海

太平洋

津軽海峡

日本海

え にわ

ゆき な

北海道

　横手を代表する伝統手工芸、浅舞絞り。
時代の流れとともに衰えつつあったこの伝
統を継承するため、浅舞婦人会の方が中心
となり、昭和27年にクラブを発足。会員19
人が、作品の創作活動や技術向上を目指し
ての勉強会、新作づくりに励んでいます。 
　浅舞絞りの魅力について「藍一色による
濃淡で表現される美しさ」、「20 0種類近
くある模様の多さが特徴的」と、熱く語る
皆さん。同じ図案でも大きさや絞り方、染
め方などによって異なり、この世に１つと
して同じものはないそうです。 
　年間を通して数々の展示会や体験学習、
小学校での指導など、忙しい毎日を送って
いる皆さん。「浅舞絞りの魅力を１人でも
多くの人に感じてもらいたい」と、日々、
精力的に活動を続けています。 
◆問合せ　佐野さん　24-2266
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日当番医休
１月６日（日）
１月13日（日）
１月14日（月）

平城町
横手町
四日町

　33-9311 
　35-2235 
　33-1233

福嶋内科医院
ツインクリニック内科・整形外科
石田内科医院

児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

療所診
【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　１月９・16日（水）
　診療時間　14:00～15:30
狙半内診療所（内科）
　診 療 日　１月15日（火）
　診療時間　13:30～14:00
【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診 療 日　１月９・16日（水）
　診療時間　14:30～15:30
大沢診療所
　診 療 日　１月15日（火）
　診療時間　13:30～14:30

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　1月1～4・14日
増田図書館　　1月1～3・7・15日
平鹿図書館　　1月1～3・7・14日
雄物川図書館　1月1～4・7・14日
大森図書館　　1月1～3・7・14・15日
十文字図書館　1月1～3・7・14日
山内図書館　　1月1～3・5・6・12～14日
大雄図書館　　1月1～3・7・14日
雄物川資料館　1月1～3・7・15日
ゆっぷる　　　1月16日
えがおの丘　　1月7・15日
三吉山荘　　　1月1・8・15日
大森健康温泉　1月1～3・7・15日
ゆとりおん大雄　1月10日
シルバーエリア　1月1・7・15日
健康の駅トレーニングセンター　　
　　　　　　　1月1～6・9・16日
子どもと老人のふれあいセンター　
　　　　　　　1月1～3・7・15日 談相

【横手地域】
無料法律相談
　日　時　１月９日（水）　10：00～15：00（要予約）
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
無料法律相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　１月16日（水）　13：00～15：00（要予約）
　申込み　市福祉環境部国保市民課　35-2176
心配ごと相談所
　日　時　１月10・17日（木）　９：30～12：00
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　１月11日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局市民生活課環境・防災担当　32-2703
育児相談
　毎週月曜～金曜日（１月４日から）　９:00～17:00
　場所・問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談
　毎週月曜～木曜日（１月７日から）　10:00～12:00　13:00～15:00
　場所・問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
心配ごと相談
　日　時　１月10・17日（木）　９:30～12:00
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
心配ごと相談
　日　時　１月９日・16日（水）　９:30～12:00
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　１月７日（月）　９：30～12：00
無料法律相談所　■場所　雄物川福祉センター
　日　時　１月18日（月）　10:00～12:00
　※１月17日（木）まで電話（　56-2072）予約が必要です。
【大森地域】
心配ごと相談所　■場所　高齢者等保健福祉センター
　日　時　１月８・15日（火）　９：30～12：00
健康相談・栄養教室　　■場所　大森健康温泉
　日　時　１月８日（火）　10:00～11:00
　問合せ　大森地域局福祉保健課　26-4030
【十文字地域】　■場所　幸福会館
心配ごと相談所
　日　時　１月４・11日（金）　９:30～12:00
【山内地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談所
　日　時　１月８・15日（火）　９:30～12:00
【大雄地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談
　日　時　１月４・11日（金）　９:30～12:00

血日程献
実施時間
10:00～12:00
13:00～16:00
10:00～11:30
12:00～13:15
14:30～16:00
10:00～12:00
13:00～16:00
10:00～10:50
11:00～11:50
12:15～13:15
14：30～16：00

月　日

１月９日（水）

地　域

横　手

１月４日（金）横　手 全　血

１月15日（火）増　田 成　分

１月17日（木）十文字 全　血

種　類

全　血

献血実施場所

市役所 横手庁舎
横手自動車学校
秋田ふるさと村

（有）佐藤製甲所
ＪＡ秋田ふるさと十文字総合支店営農資材課
（有）十文字光学
（株）スーパーモールラッキー

 

 
　
　
　
　
　
　
 
　
　
 
　
 
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
　
　
　
　
 
　
 
　
 
　
　
 
　
　
　
　
　
 
 　
　

【横手地域】　■場所　横手保健センター
５か月児健康相談（平成19年７月生まれ）
　日　時　１月７日（月）　受付９：30～10：30
12か月児健康相談（平成18年12月生まれ）
　日　時　１月９日（水）　受付９：30～10：30
１歳６か月児健診（平成18年６月生まれ）
　日　時　１月10日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成17年７月生まれ）
　日　時　１月８日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成 16年６月生まれ）
　日　時　１月11日（金）　受付12：30～13：30
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成19年８月生まれ）
　日　時　１月９日（水）　受付13：00～13：20
７か月児健診（平成19年５月生まれ）
　日　時　１月８日（火）　受付13：00～13：20
10か月児健診（平成19年２月生まれ）
　日　時　１月８日（火）　受付13：20～13：40
１歳６か月児健診（平成18年５月～６月生まれ）
　日　時　１月10日（木）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成16年５月１日～５月26日生まれ）
　日　時　１月15日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成16年５月27日～６月30日生まれ）
　日　時　１月16日（水）　受付13：00～13：30
三種混合予防接種（平成19年４月～６月生まれ）
　日　時　１月17日（木）　受付13：00～13：30
【雄物川地域】　■場所　雄物川保健センター
４か月児健診（平成19年８月生まれ）
　日　時　１月10日（木）　受付12：45～13：15
７か月児健診（平成19年５月生まれ）
　日　時　１月10日（木）　受付13：00～13：15
10か月児健診（平成19年２月生まれ）
　日　時　１月10日（木）　受付13：00～13：15
12か月児健康相談（平成18年12月生まれ）
　日　時　１月10日（木）　受付９：30～10：30
３歳児健診（平成 16年５月～６月生まれ）
　日　時　１月11日（金）　受付13：00～13：15
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
　　　　　　（12か月児健康相談のみ大雄福祉センター）
４か月児健診（平成19年８月生まれ）
　日　時　１月７日（月）　受付12：00～12：15
７か月児健診（平成19年５月生まれ）
　日　時　１月７日（月）　受付12：00～12：30
10か月児健診（平成19年２月生まれ）
　日　時　１月７日（月）　受付12：00～12：30
12か月児健康相談（平成18年11月～12月生まれ）
　日　時　１月16日（水）　受付10：00～10：30
２歳児歯科健診（平成17年６月～７月生まれ）
　日　時　１月17日（木）　受付12：00～12：30
【十文字地域】　■場所　幸福会館
４か月児健診（平成19年８月生まれ）
　日　時　１月10日（木）　受付12：50～13：20
７か月児健診（平成19年５月生まれ）
　日　時　１月９日（水）　受付12：50～13：10
10か月児健診（平成19年２月生まれ）
　日　時　１月９日（水）　受付13：10～13：30
12か月児健康相談（平成  18 年 12 月生まれ）
　日　時　１月10日（木）　受付９：30～９：50
【山内地域】　
４か月児健診（平成19年８月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　１月９日（水）　受付13：00～13：30
７か月児健診（平成19年５月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　１月９日（水）　受付13：00～13：30
10か月児健診（平成19年２月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　１月９日（水）　受付13：00～13：30
12か月児健康相談（平成18年12月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　１月９日（水）　受付13：00～13：30

１歳６か月児健診（平成18年６月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　１月10日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成17年７月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　１月８日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成16年６月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　１月11日（金）　受付12：30～13：30
【大雄地域】　■場所　大雄福祉センター
　　　　　　（２歳児歯科健診のみ大森高齢者等保健福祉センター）
４か月児健診（平成19年８月生まれ）
　日　時　１月９日（水）　受付12：00～12：30
７か月児健診（平成19年５月生まれ）
　日　時　１月９日（水）　受付12：00～12：30
10か月児健診（平成19年２月生まれ）
　日　時　１月９日（水）　受付12：00～12：30
12か月児健康相談（平成18年11月～12月生まれ）
　日　時　１月16日（水）　受付10：00～10：30
２歳児歯科健診（平成17年６月～７月生まれ）
　日　時　１月17日（木）　受付12：00～12：30

イオンスーパーセンター横手南店

市役所 増田庁舎

小児救急外来　平鹿総合病院　32-5124
日曜夜間（受付18:00～21:00、診療18:30～21:30）

成分献血については、予約優先とさせていただきます。
申込み　県平鹿地域振興局福祉環境部　32-4005
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第
２
回
市
民
ス
テ
ー
ジ
祭
を
見
て

「
石
川
」
さ
ん（

60
歳
／
横
手
）

　

皆
さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣
に
踊
り
、

歌
い
、
奏
で
る
姿
に
感
動
し
、
興
奮
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
風
邪
気
味
な
が
ら
最
後

ま
で
歌
い
通
し
た
カ
ラ
オ
ケ
会
の
方
「
良

か
っ
た
よ
、
あ
り
が
と
う
」
。
全
市
民
に

見
て
も
ら
い
た
か
っ
た
２
日
間
で
し
た
。

道
の
駅
、
ま
め
で
ら
が
〜

「
み
ち
の
駅
フ
ァ
ン
」
さ
ん

（
77
歳
／
十
文
字
）

　

十
文
字
町
に
秋
田
県
で
26
番
目
の
道
の

駅
誕
生
。
愛
称
「
ま
め
で
ら
が
〜
」
ユ
ニ

ー
ク
で
す
ね
。
オ
ー
プ
ン
以
来
、
土
・
日

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
ユ
ニ
ー

ク
。
郷
土
伝
統
芸
能
、
踊
り
や
歌
の
芸
能

発
表
、
更
に
バ
ィ
オ
リ
ン
独
奏
や
書
家
の

実
技
な
ど
芸
術
鑑
賞
に
い
た
っ
て
は
県
内

一
ユ
ニ
ー
ク
な
道
の
駅
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
か
ら
漬
け
物
、
お
菓
子
ま
つ

り
に
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
と
め
じ
ろ
押
し
。

ぜ
ひ
「
ま
め
で
ら
よ
〜
」
と
足
を
伸
ば
し

て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

応
急
救
護
の
指
導
員
講
習
に
参
加
し
て

「
Ｋ
・
Ｙ
な
私
」
さ
ん

（
46
歳
／
平
鹿
）

　

先
日
、
心
か
ら
人
の
命
を
救
う
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
る
講
習
を
受
講
し
て
き
ま

し
た
。
交
通
事
故
等
で
呼
吸
や
意
識
が
不

明
に
な
っ
た
負
傷
者
等
に
一
番
早
く
手
当

を
で
き
る
の
は
近
く
に
い
る
一
般
市
民
で

す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か

な
時
間
に
勇
気
を
持
っ
て
実
行
す
る
こ
と

に
よ
り
負
傷
者
の
救
命
率
や
社
会
復
帰
率

が
上
が
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
正
し
い

救
急
法
を
多
く
の
市
民
が
知
っ
て
行
動
に

出
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

タ
マ
ネ
ギ
パ
ワ
ー
に
あ
り
が
と
う

「
Ｍ
・
Ｋ
」
さ
ん

（
57
歳
／
雄
物
川
）

　

私
は
タ
マ
ネ
ギ
の
皮
を
乾
燥
さ
せ
て
お

茶
の
代
わ
り
に
１
日
３
回
飲
ん
で
い
ま
す
。

夏
は
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
置
く
と
と
て
も
飲

み
や
す
く
、
ク
セ
に
な
る
味
で
す
。
血
液

も
サ
ラ
サ
ラ
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
高
め
だ

っ
た
血
糖
値
も
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

さ
に
タ
マ
ネ
ギ
パ
ワ
ー
に
感
謝
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
皮
を
捨
て
な
い
で
や
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
ま
で
も
若
く

い
ら
れ
る
よ
う
に
！

市
報
は
わ
が
子
の
絵
本
で
す

「
Ｍ
・
Ｈ
」
さ
ん

（
34
歳
／
横
手
）

　

わ
が
家
の
２
才
の
息
子
で
す
。
市
報
が

届
く
と
「
こ
の
絵
本
な
に
？
」
。
そ
し
て
、

パ
ラ
パ
ラ
と
中
を
見
て
「
ピ
ー
ポ
ー
だ
、

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
だ
、
な
ま
は
げ
だ
、
白
鳥

だ
、
乗
っ
た
こ
と
あ
る
（
田
沢
湖
の
ス
ワ

ン
ち
ゃ
ん
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
様
子
）
、

ト
ラ
ッ
ク
だ
」
。
写
真
も
た
く
さ
ん
載
っ

て
い
て
子
ど
も
も
楽
し
め
る
市
報
を
家
族

み
ん
な
で
愛
読
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
素
敵
な
市
報
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

め
ざ
せ
！
め
ん
こ
い
花
嫁
☆

「
め
ん
こ
い
花
嫁
希
望
」
さ
ん

（
22
歳
／
大
森
）

　

先
日
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
雑
誌
を
見
て
こ

の
ド
レ
ス
が
い
い
、
会
場
が
い
い
な
ど
と

言
い
な
が
ら
お
菓
子
を
食
べ
て
い
る
私
を

見
て
彼
氏
が
一
言
「
ド
レ
ス
以
前
に
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
考
え
ろ
よ
」
…
、
ご
も
っ
と
も

デ
ス
。
肉
ま
ん
が
お
い
し
い
季
節
、
つ
い

つ
い
誘
惑
に
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も

必
ず
や
「
め
ん
こ
い
花
嫁
だ
っ
け
な
〜
」

っ
て
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
る
ゾ
。

そ
れ
ま
で
お
菓
子
は
お
あ
ず
け
か
。

歩
歩
是
道
場
（
ほ
ほ
こ
れ
ど
う
じ
ょ
う
）

「
ブ
タ
さ
ん
」
さ
ん

（
43
歳
／
横
手
）

　

「
素
直
な
心
さ
え
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
学

び
の
場
」
私
は
こ
の
言
葉
が
大
好
き
で
息

子
達
に
も
伝
え
て
い
ま
す
。
気
が
つ
け
ば

私
も
43
歳
、
長
男
は
受
験
生
、
次
男
は
我

が
道
を
行
く
。
毎
日
仕
事
に
集
中
し
、
帰

っ
て
く
れ
ば
手
作
り
の
料
理
を
食
べ
さ
せ

た
く
て
腕
を
振
る
う
。
毎
日
戦
争
！
で
も

空
い
た
時
間
に
本
を
読
み
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
資
格
を
取
り
た
く
勉
強

も
始
め
た
。
時
間
は
作
る
も
の
、
楽
し
む

も
の
で
す
ね
。

絵
本
に
つ
い
て
思
う
事

「
り
ん
ご
娘
」
さ
ん

（
32
歳
／
横
手
）

　

先
日
、
柳
田
邦
男
先
生
の
講
演
「
人
生

を
豊
か
に
す
る
に
は
〜
お
と
な
こ
そ
絵
本

を
〜
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
講
演
の
中

で
何
冊
も
絵
本
が
紹
介
さ
れ
た
の
で
す
が

絵
本
に
書
か
れ
て
い
る
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

性
の
深
さ
に
触
れ
、
今
ま
で
悩
ん
で
い
た

こ
と
や
不
安
な
気
持
ち
の
整
理
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
読
み
聞
か
せ
で

は
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
、
ぞ
う
さ
ん
」

と
い
う
本
が
読
ま
れ
、
大
変
感
動
し
、
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

男
の
子
と
は
こ
ー
な
の
ダ
！

「
寒
太
郎
」（

36
歳
／
横
手
）

　

中
３
の
甥
っ
子
も
小
６
の
息
子
も
男
の

子
の
わ
り
に
優
し
く
お
と
な
し
い
。
し
か

し
、
昨
年
10
月
に
産
ま
れ
た
４
人
目
の
わ

が
子
（
次
男
）
と
き
た
ら
「
男
の
子
は
き

が
ね
ど
ー
」
こ
の
言
葉
そ
の
ま
ま
。
毎
日

の
朝
寝
、
昼
寝
以
外
は
怪
獣
あ
ば
れ
放
題
。

あ
ぁ
、
や
っ
と
分
り
ま
し
た
、
男
の
子
の

本
性
。
１
歳
２
か
月
な
の
に
ワ
サ
ワ
サ
走

り
回
り
、
お
も
ち
ゃ
は
投
げ
る
、
も
う
す

ぐ
３
歳
の
姉
の
髪
の
毛
は
む
し
る
。
将
来
、

大
物
の
大
物
に
な
る
ん
だ
ナ
君
は
！

け
！

「
☆
に
ゃ
〜
こ
☆
」
さ
ん

（
23
歳
／
十
文
字
）

　

こ
の
間
、
友
達
と
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら

「
け
」
の
意
味
が
３
つ
あ
る
こ
と
に
気
付

い
た
ん
で
す
。
食
べ
ろ
の
「
け
」
、
か
ゆ

い
の｢

け｣

、
こ
っ
ち
に
お
い
で
の
「
け
」
、

日
本
語
も
む
ず
か
し
い
け
ど
秋
田
弁
も
む

ず
か
し
い
な
ぁ
〜
っ
て
話
し
ま
し
た
。
年

下
の
子
は
ほ
ぼ
標
準
語
。
つ
い
て
い
け
な

い
時
あ
る
よ
！
や
っ
ぱ
り
秋
田
県
人
は
秋

田
弁
が
一
番
。
10
代
の
頃
は
な
ま
り
が
イ

ヤ
で
標
準
語
の
よ
う
な
話
し
方
し
て
た
け

ど
窮
屈
だ
っ
た
し
、
仕
事
上
い
ろ
ん
な
人

と
話
す
こ
と
が
多
い
か
ら
段
々
な
ま
っ
て

き
て
、
今
で
は
立
派
に
近
所
の
人
達
と
世

間
話
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
語
を
楽
し
む栗

原
研
さ
ん（

17
歳
／
大
森
）

　

タ
レ
ン
ト
の
ル
ー
大
柴
さ
ん
が
使
っ
て

い
る
ル
ー
語
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
誰
に

で
も
わ
か
る
英
単
語
を
会
話
の
中
に
入
れ

て
話
す
楽
し
さ
。
祖
母
に
も
教
え
て
い
ま

す
。
祖
母
は
カ
タ
カ
ナ
で
メ
モ
し
て
会
話

の
中
に
入
れ
て
い
ま
す
。
大
う
け
で
す
。

秋
田
弁
の
話
題
の
定
番
と
い
え
ば「
ね
」。

ね
ね
＝
寝
な
い
、
ね
ね
ね
＝
寝
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
ね
ね
ね
ね
＝
寝
な
け
れ
ば
い

け
な
い
じ
ゃ
な
い
…
、
ま
だ
ま
だ
続
け
ら

れ
そ
う
。
動
詞
、
助
動
詞
？
　

よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
奥
深
い
方
言
の
世
界
で
す
。

標
準
語
に
秋
田
弁
と
ル
ー
語
を
交
え
３
か

国
語
で
会
話
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

脳
の
回
転
数
が
上
が
り
そ
う
で
す
。
秋
田

弁
の
市
報
よ
こ
て
も
何
だ
か
面
白
そ
う
。

0 1 3 8 6 0 1

POST CARD

◎市報１/１号読者プレゼントに応募しますか

１．はい　　　　２．いいえ

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所企画課
　　広報広聴担当 行

PRESEN
TS    PRESEN

TS    PRESEN
TS    PRESEN

TS    PRESEN
TS    PRESEN

TS

【プレゼント応募締め切り＝１月18日（当日消印有効）】
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

【提供】　ＴＲＹ２１
　　　　〔タウンリノベーションよこて㈱〕　　
　　　　　32-1170（横手商工会議所内）

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

ふれあい
　語り合い

１１
2008

たより市報よ
こて

　　お便りをくださった方に、抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。

（11/16～12/15日到着分）

横手の冬の定番！「雪見まんじゅう」引換券

雪の結晶をイメージした焼印が特徴の「雪見ま
んじゅう」。冬の季節限定商品として、５年目
を迎えました。各店が創意工夫をこらした創作
菓子をぜひご賞味ください。雪見まんじゅう販
売店でご利用いただける引換券１枚（10個分）
を10名様にプレゼント。
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粘
土
特
有
の
ぬ
く
も
り
と
豊
か
な
色
彩
が
特
徴
の
中

山
人
形
。
歌
舞
伎
や
節
句
も
の
、
十
二
支
の
土
鈴
な
ど
、

そ
の
作
風
は
多
岐
に
渡
る
。
特
に
、
過
去
に
羊
の
土
鈴

が
年
賀
切
手
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
愛

好
者
が
急
増
。
年
末
に
か
け
て
数
千
個
の
注
文
が
集
中

す
る
、
横
手
を
代
表
す
る
民
芸
品
で
あ
る
。 

　

中
山
人
形
は
明
治
初
期
、
平
鹿
地
域
の
中
山
集
落
で

誕
生
。
初
代
、
樋
渡
ヨ
シ
さ
ん
が
義
父
の
陶
工
、
野
田

宇
吉
氏
か
ら
粘
土
細
工
を
習
い
、
横
手
押
絵
や
串
姉
コ

（
姉
様
人
形
）
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
制
作
が
始
ま
っ
た
。

「
農
閑
期
、
農
家
が
朝
市
で
販
売
し
た
こ
と
か
ら
、
口

コ
ミ
で
広
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
巧
は
推
察
す
る
。 

　

人
形
は
、
石
膏
の
型
に
粘
土
を
詰
め
て
型
抜
き
し
た

後
、
合
わ
せ
目
を
削
っ
て
成
形
。
乾
燥
し
て
釜
で
焼
い

て
、
色
づ
け
を
重
ね
て
い
く
。
完
成
す
る
の
に
お
お
む

ね
１
週
間
ほ
ど
か
か
る
手
作
業
で
あ
る
。 

　

特
に
土
鈴
は
、
粘
土
の
厚
さ
や
焼
き
時
間
に
よ
っ
て

音
色
が
異
な
り
、
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
な
い
。
季

節
や
気
候
に
合
わ
せ
て
粘
土
の
水
分
量
や
火
の
加
減
を

調
節
。
そ
こ
に
は
長
年
の
経
験
で
培
っ
た
巧
の
技
と
勘

が
欠
か
せ
な
い
。
「
最
も
難
し
い
の
は
顔
の
絵
づ
け
。

女
性
が
化
粧
を
す
る
時
の
よ
う
に
、
作
り
手
の
体
調
や

気
分
に
よ
っ
て
人
形
は
全
く
違
う
表
情
を
見
せ
る
。
根

気
と
集
中
力
を
要
す
る
瞬
間
だ
よ
」
と
語
る
。

　

伝
統
の
継
承
と
保
存
に
努
め
る
巧
だ
が
、
現
在
は
民

芸
品
の
卸
問
屋
に
勤
め
た
経
験
を
生
か
し
、
現
代
向
け

の
〝
売
れ
る
商
品
〞
も
考
案
中
だ
。
巧
の
人
形
作
り
に

終
わ
り
は
な
い
。

樋渡　徹さん（49歳）

昭和33年。横手市生まれ。高校卒
業後、民芸品の卸問屋、秋田県産
（株）に４年間勤務。民芸品の流通
や接客について学んだ後、23歳か
ら人形づくりの道へ。平成12年に
樋渡人形店５代目当主となり、叔
父の樋渡浩三氏と制作に励む。

ひわたし　とおる

張り詰めた空気の中
　　　　　一筆一筆に愛情を込める
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今
年
の
さ
お
納
め
に
と
、
岩
手
県
釜

石
市
沖
で
の
タ
ラ
ね
ら
い
に
仲
間
と

向
か
っ
た
。
前
日
の
午
後
出
発
し
て
、

３
時
間
か
け
て
目
的
地
の
漁
港
に
到

着
。
明
く
る
朝
、
前
祝
い
の
酒
が
多

少
残
っ
て
い
る
な
か
乗
船
。
年
に
１

度
の
タ
ラ
釣
り
だ
が
、
親
方（
船
頭
）

の
笑
顔
が
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ
た
。

出
船
し
て
１
時
間
ほ
ど
で
漁
場
に
到

着
。
釣
果
は
上
々
で
70
リ
ッ
ト
ル
の

ク
ー
ラ
ー
が
３
時
間
ほ
ど
で
い
っ
ぱ

い
に
…
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
釣
ら

せ
た
い
一
心
で
親
方
は
船
を
ポ
イ
ン

ト
に
移
動
さ
せ
る
。
心
遣
い
が
う
れ

し
い
。
来
年
は
ク
ー
ラ
ー
を
も
う
１

つ
持
っ
て
い
こ
う
か
な
…
。（
謙
功
）

あ 

と 

が 

き

　うさぎ小学校の遠足の一日が生き生きと描かれた楽
しい絵本。子うさぎたちが無邪気に遊ぶ姿や、それを
見守る大人のうさぎたちの様子がまるで人間の様に描
かれています。どちらかといえばリアルタッチでかわ
いらしい絵ではありませんが、そこがこの作品の魅力
となっていると思います。読んでいるうちに自分の子
ども時代が思い出され、懐かしく温かい気持ちにさせ
てくれます。前作の『うさぎ小学校』は１９２４年に
出版され、本作と共に約80年もの間読み継がれ、今も
なお親しまれているドイツの代表的な古典絵本です。

十文字図書館　主任　土田聡子

◇◇◇◇ 図書館からのお知らせ ◇◇◇◇

図書館だより

あ 

と 

が 

き

題 名「 」

図書館ホームページ（利用案内・蔵書検索・予約など）
http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/toshokan/library_introduction.jsp
※最寄りの図書館ですべての館の蔵書を借りることができます。
■問合せ　雄物川（中央）図書館　22-2300　または最寄りの図書館まで

市報を通じて皆さんに伝えたいことや聞きたいこと、日頃考えて
いることなどを「読者の声」としてお寄せください。

新着図書の紹介

◇◇◇　定例おはなし会（会場は各図書館） ◇◇◇
・１月12日（土）午前10時30分／十文字図書館
・１月19日（土）午後２時／増田図書館
・１月20日（日）午前10時30分／雄物川・大森図書館
・１月27日（日）午前10時30分／横手図書館

◇　企画展「歌仙絵の美‐佐竹本三十六歌仙絵巻　◇
・１月５日（土）～／雄物川図書館（月曜休館）

◇◇◇◇◇　冬休みテーマ展示「漢字」　◇◇◇◇◇
・１月15日（火）まで／大雄図書館

◎一般図書　　　　　　     
○「養老訓」／養老孟司［横］
○「お伽の国・日本」／Ａ・トルスタヤ［増］
○「住まいの考古学」／安蒜政雄［雄］
○「私の後藤田正晴」／中曽根康弘ほか［平］
○「食べてはいけない！」／森枝卓士［横・雄］
○「農家女性の社会学」／靏理恵子［雄］
○「宇宙船建造プロジェクト」／早坂秀雄［雄］
○「アラビア太郎と日の丸原油」／庄司太郎［雄］
○「横手の発芽玄米レシピ料理・お菓子」［横・平・十］
○「農業ブランドはこうして創る」／後久博［平・雄］

　○「ねこ鍋・みちのく猫ものがたり」／奥森すがり［平］
　○「長生き競争！」／黒野伸一［森］
　○「トラや」／南木佳士［横・雄］
　○「良寛の恋」／工藤美代子［雄］
　○「ホルモー六景」／万城目学［横・雄］
◎児童図書・絵本
　○「耳の中のアブ」／ただのゆみこ［増］
　○「ゆきのかたち」／高橋健司［横］
　○「おせちのおしょうがつ」／ねぎしれいこ［横・森］
　○「へんしんプレゼント」／あきやまただし［横・雄・森］
　○「もじゃもじゃペーター」／Ｈ・ホフマン［雄・森］

[　]内は所蔵館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

うさぎ小学校のえんそく
　　　　　／徳間書店［雄・森・十］

文／アルベルト･ジクストゥス
絵／リヒャルト・ハインリヒ

な

ま き め

ぎ けい

あん びる

つる

し

ご きゅう
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12月15日、「槻ノ木光のファンタジー」点灯
式が行われました。平鹿地域の保育園児たち
が点灯スイッチを押すと、花火とともに光の
ツリーが輝き始め、冬の夜空を彩りました。

夜空を彩る光のシャワー ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

イベントカレンダーE
比叡山三十番神神社「大松明」（0：00～山内筏地
区比叡山三十番神神社境内）

平成20年横手市新春賀詞交歓会（15：30～17：00、
平鹿生涯学習センター）

高橋よしひろ原画展（～3月16日、増田まんが美
術館）

銀河系宇宙ほらふき決勝大会（13：00～17：30、雄
物川コミュニティーセンター「ホール」）

百万遍念仏講（8：30～10：00、山内三ツ屋地区）

たいまつ焼き（18：00～、平鹿上醍醐・金屋地区）

Pick uppPick upPick up

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● Pick uppPick upPick up

 Calendar vent

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17

1/
(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　６日（日） 「アイスエイジ」　　　　 【82分】
　13日（日） 「トイストーリー２」　　 【92分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

1月1日～1月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

■１月13日（日）

銀河系宇宙ほらふき決勝大会
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　地球の繁栄に貢献する地域興しのアイデアや突拍子もない
夢を「ほら」というかたちで語り、その大きさを競う『銀河
系宇宙ほらふき決勝大会』が行われます。出場者の自慢の
「ほら」で笑い初めしてみませんか。入場は無料ですが、ほ
らふき大賞の賞品となりますので、コップ１杯の白米をご持
参ください。
◆日　時／１月13日（日）13：00～17：30
◆場　所／雄物川コミュニティーセンター「ホール」
◆問合せ／雄物川生涯学習センター　22－5535

■
１
月
12
日（
土
）〜

　
　
　
　
　

３
月
16
日（
日
）

高
橋
よ
し
ひ
ろ
原
画
展

　

 

〜
愛
と
正
義
の
系
譜
〜

　増田まんが美術館で
は、「銀牙」や「銀牙伝
説ＷＥＥＤ」などで知
られる東成瀬村出身の
漫画家・高橋よしひろ氏の原画展示会を開催します。デビュ
ー作から、現在連載中の「銀牙伝説ＷＥＥＤ」まで、オール
原画300点以上を展示します。ぜひご覧ください。
　また、期間中の２月９日（土）、10日（日）の両日、高橋よし
ひろ氏のサイン会を予定しています。
◆展示期間／１月12日（土）～３月16日（日）
◆開催時間／9：30～17：00（入場は16：30まで）
◆場　　所／増田まんが美術館（増田ふれあいプラザ内）
◆入 場 料／高校生以上300円、小・中学生200円
◆問 合 せ／増田ふれあいプラザ　45－5556

ぎん が


